
Ａ
企
画
展

「み
ん
な
と
い
で
よ
ポ
エ
ム
の
国
へ

―
現
代
少
年
少
女
計
上
暑
話
寺
展
―
」

＝
月
１０
日
（上
）
～
１
月
６
日
（日
）

現
代
を
代
表
す
る
詩
人
七
二
人
の

白
筆
作
品
と
、
作
品
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
描
き
下
ろ
し
イ
ラ
ス
ト
を
組
み
合

わ
せ
て
紹
介
す
る
企
画
魔

「
み
ん
な

お

い
で
よ
ポ

エ
ム
の
同

へ
―

現
代
少

年
少
女
詩

上
ユ
話
誌
炭
―
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

故
木
暮
止
夫
さ
ん
の
監
修
に
よ
る

も
の
で
和
沢
利
子
、
岸
回
衿
子
、
エ

膝
直
子
、
新
川
和
江
、
谷
川
後
大
郎

松
谷
み
よ
子
、
ま
ど
み
ち
お
、
北
九

州

――す
在
住
の
柏
木
志
美
子
な
ど
の
詰

作
品
を
展
示
．

そ
の
ほ
か
、
北
九
州
が
ｉ
ん
だ
代

表
的
な
少
年
少
女
詩
人
で
あ
る
阿
高

哲
朗
と
み
ず
か
み
か
す
よ
の
作
品
も

取
り
上
げ
ま
し
た
。

計
人
ひ
と
り
ひ
と
り
の
争
跡
に
作

そ

の
個
性
が
溢
れ
、　
一
枚

の
イ
ラ
ス
ト
に
疑
柿
さ
れ

た
作

品

世
界

と
相

倹

っ

て
、
単
か
な
ポ

エ
ム
の
国

へ
と
誘
わ
れ
ま
す
ｃ
お
母

さ
ん
と

一
緒
に
少
年
少
女

討
を
朗
読
す
る
子
ど
も
た

ち
か
ら
、
童

帯
を
日
ず
さ

む
お
年
寄
り
ま
で
、
様

々

な
年
締
層
の
来
館
者
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

展
示
資
料
数
＝
七
四
点

入
場
者
数
＝
約

一
四
七
二
人

一イ
ベ
ン
ト
合
む
≡

柏木恵美子さん

青
木
裕
子
さ
ん
朗
読
会

「ク
リ
ス
マ
ス
　
キ
ャ
ロ
ル
」

‐２
月
２
日
（土
一

企
画
展
の
開
催
期
間
中
に
、
北
九

州
市
出
身
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

青
木
格

子
さ
ん
を
お
招
き

し
て
、

チ
ャ
ー
ル
ズ
　
デ
ィ
ケ
ン
ズ
作

「
ク

リ
ス
マ
ス
　
キ
ャ
ロ
ル
」
の
取
読
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
「
Ｍ
い
て
い
る
だ

け
で
、
伸
や
か
に
そ
の
情
■
が
浮
か

ん
で
き
て
索
晴
し
か
っ
た
で
す
。
と

て
も
心
あ
た
た
ま
る
声
に
な
さ
れ
ま

し
た
」
ヨ
ｍ
り
手
は
青
木
さ
ん
ひ
と
り

で
す
が
、
声
色
の
使
い
分
け
で
十
人

以
上
の
話
者
が
い
た
よ
う
に
思
え
ま

し
た
」
な
ど
、
ク
リ
ス
マ
ス
を
前
に

愉
し
い
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。

■ ■IⅢ Ⅲ ■

■ ■:+|■ ■=青木裕子さん

Ａ
企

画
展

「
ノ
ラ
と
も
な
ら
ず
　
創
作
人
形
と

よ
む
杉
口
久
女
の
俳
句
」

１
月
１３
日
（日
）
～
４
月
６
日
（日
）

と
も
な
ら
す
教
師
妻
」
（左
写
真
）
な

ど
計
２０
体
の
人
形
と
、
久
女
白
筆
の

色
紙
や
書
価
、
そ
の
他
俳
句
関
連
の

収
成
資
料
を
紹
介
．
先
年
、
情
し
ま

れ
つ
つ
逝
去
さ
れ
た
、
俳
人
　
杖
山

房
子
さ
ん
の
通
悼
撰
示
も
同
時
開
催

し
て
い
ま
す
。

「
思
い
が
け
ず
、
杉
日
久
女
始
め
、

ゆ
か
り
の
俳
人
た
ち
の
様
々
な
品
々

を
観
覧
で
き
楽
し
か
っ
た
で
す
。
人

形
展
も
素
廠
で
し
た
。
（
二
十
代

女
＝
と

な
ど
の
感
想
が
届
い
て
い
ま

す

。

人
形
師

”
村
じ
任
子

さ
ん
に
よ
る

杉
田
久
女
の

俳
句
１１１
界
を

表
現
し
た
創

作
人
形
を
展

示
。
「
足

袋

つ
ぐ
や
ノ
ラ

Ａ
自
分
史
イ
ャ
ラ
ツ
ー

「門
司
発
沖
縄
行
蒼
Ｄ
５‐
列
車
発
草
」

１
月
１０
日
（日
〉
～
‐２
月

（予
定
）

北
九
州
市
自
分
史
文
字
賞
受
賞
作

品
を
紹
介
す
る
自
分
史
ギ
ャ
ラ
リ
ー

が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

今
回
取
り
上
げ
た
作
品
は
、
ヤ
成

十
二
こ
，Ｏ
〇

一
）
年
度
第
十

一
回
北

九
州
市
自
分
史
文
字
貫
に
お
い
て
、

任
作
と
北
九
州
市
特
別
賛
を
Ｗ
受
賞

し
た
山
田
辰
二
郎
さ
ん
作

「
円
司
発

沖
縄
行
き
Ｄ
５‐
列
車
発
ｉＦ
」
で
す
。

筆
者
の
山
田
さ
ん
の
直
争
原
稿
や

執
卒
資
料
の
ほ
か
、
作
品
世
界
を
時

系
列
で
収
示
。
当
時
の
国
鉄
の
制
服

や
迫
力

い
っ
ぱ
い
の
Ｓ
Ｌ
の
写
真
を

ど
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

足
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

６

日

日

日

山田辰二郎さんの要 山 田東子さん(中央)。


